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1 .  は じ め に 
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図 1 TFT液晶の構造（Oh氏の発表資料より） 

液晶ディスプレイ(LCD)，プラズマディスプレイ
(PDP)及び EL ディスプレイ等のフラットパネルデ
ィスプレイは省スペース，省電力及び高い視認性等

の多くの特徴を有しており，パソコンやテレビに代

表される種々の分野でブラウン管(CRT)を代替する
ことが進行している。この様なフラットパネルディ

スプレイには金属材料や無機材料のみならず種々の

機能性有機材料が用いられており，特に LCDにおけ
る液晶分子及びポリイミド液晶配向膜，ELディスプ
レイにおける有機ＥＬ材料はそのディスプレイの動

作原理の中核を担うキーマテリアルである。今回の

産学民連携フォーラムはディスプレイ用有機材料と

題して，韓国・三星グループの Cheil. Ind. Inc. から
ポリイミドプロジェクトリーダーの Jae Min Oh氏及
びキャノン株式会社より OL プロジェクト開発室長
の妹尾章弘氏に来校いただき，それぞれ「TFT液晶
に用いられるポリイミド材料」及び「有機 EL 材料
とディスプレイ」と題した講演をいただいた。この

内，Cheil Ind. Inc.は筆者が共同研究を行っている関
係で講演後に専攻科学生を伴い会社訪問(研究打ち

合わせ)を実施したので，その様子も併せて報告する。  
写真 三星・Cheil Ind. Inc.での会議風景  

2. TFT液晶に用いられるポリイミド材料   
韓国・三星グループ 

Cheil. Ind. Inc.， Jae Min Oh氏 
Oh氏は，KAIST(Korea Advanced Institute of Science 

& Technology，韓国科学技術研究所)にて博士号を取
得されたのち，レンセラー工科大学博士研究員を経

て，Cheil Ind. Inc.に入社され，以来，液晶配向膜用

ポリイミド材料の研究開発に従事されている。筆者

は平成 8年 3月及び平成 13年 11月に該社に招聘さ
れ講演及び技術指導を行い，平成 14年 4月より新規
な液晶配向膜用ポリイミドの合成に関して共同研究

を開始している。この様な縁で液晶に関連する有機

材料の代表的な物の 1つであるポリイミドに関して
この分野のエキスパートの 1 人である Oh 氏に講演
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現在，パソコンや液晶テレビに持ちられている

LCD の代表的なタイプはは TFT-LCD(Thin Film 
Transistor – Liquid Crystal Display)であり，三星電子
は，TFT-LCD の世界第一位の生産量を誇っている。
Oh氏は TFT-LCDの動作原理を平易に説明し，次に
TFT-LCDの有機キーマテリアルの1つであるポリイ
ミド配向膜について説明された。LCDの動作原理の
根本にあるのは「液晶分子が電圧印加によりその方

向を変える」と言うものであるが配向膜は初期状態

ではバラバラに配向している液晶分子を一列に配列

させると言う重要な役割を示す。Cheil Ind. Inc.
の液晶配向膜用ポリイミドの特徴は TFT-LCD の
種々のタイプに適用した様々なグレードを保有して

いると言うこと及び独自開発の分子構造を有してい

る点である。該社は液晶配向膜の後発メーカーであ

るが，独自性と言う特徴を有すると点で特筆される。 
本フォーラムの終了後，平成 14年 9月末に筆者と
専攻科学生，物質工学専攻 1年桑原廉枋及び松尾圭
吾の 3名でソウル市郊外の儀旺市に在る該社の研究
所を訪れ，共同研究を実施している新規な液晶配向

膜用ポリイミドに関して技術ミーティングを行った。

筆者らの研究はデンドリマーと呼ばれるナノテク有

機材料をポリイミドに導入し新規な液晶配向モード

に対応させようと言うものであり，開発途中の段階

ではあったが，該社の研究陣は大いに興味を示して

くれた。 
 

3 . 有機 EL材料とディスプレイ 

キャノン株式会社・妹尾章弘氏 
EL ディスプレイは LCD，PDP と次ぐフラットパ
ネルディスプレイの代表格である。ELディスプレイ
の場合も EL(Electro  Luminescence, 蛍光)材料がキ
ーマテリアルであるが，LCDの場合と異なり EL材
料には無機材料と有機材料とがあり，製品開発にお

いては無機 EL 材料の方が先行していた。ところが
有機 EL 材料は高輝度，高速応答，カラー化及び低
コスト化などの多くの点で無機 EL 材料に勝ってお
り，現在は有機 EL，特に高分子 EL材料を中心に研
究開発が進められている。また，最近は有機合成化

学の技術が大変進んでおり，多くの機能を要求され

る有機 EL 分子の合成が有機合成化学研究者の絶好
のターゲット分子となっている。 
 キャノン(株)は EL ディスプレイの研究開発にお
いては後発であるが，コピー機，プリンターなどの

開発で培った色材技術をバックグランドに鋭意開発

を進めている。該社での有機 EL 材料開発チームを
率いているのは久留米高専・工業化学科・第 5期卒
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図 2 有機 EL ディスプレイの構造（妹尾氏の発表資料より） 
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業生の上野和則部長である。この縁で，今回，上野

氏とともに研究開発を担当されている妹尾氏に講演

をお願いした。 
 妹尾氏は豊富なカラー図版を用い EL ディスプレ
イの基礎を平易に説明した。特に EL 分子の場合，
LCDと異なり青色発光材料，緑色発光材料及び赤色
発光発光材料の 3種類を合成する必要がある。有機
EL 分子各色の開発状況をその分子構造と照らし合
わせながら説明された。 

*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～* 

 
4 . お わ り に 

 お二人の講演者，近郊の民間企業からのフォーラ

ム参加者及び本高専の教官の参加により，講演後技

術討論を実施した。耐熱性のワニス(有機高分子の溶

液)，新しい有機電子材料に関する話題などが出され，

活発な討論がなされた。 
 ディスプレイ用有機材料はプラスチックなどの汎

用有機高分子材料と比較し，使用量が少なく付加価

値の大きい機能製品であり，大学・高専が有するよ

うな小規模の実験設備でも十分に研究開発が可能で

ある。今後も産学民の連携を密にし更なる研鑚に努

たいと考える。 め 
(2002年 11月 25日 受理) 
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